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比 例 も 参 政 党 へ
三重大学人文学部卒業/元派遣社員/1991年生まれ。結婚を機に岡山市　北区に移
住後、教育機関に勤務。祖父は戦艦大和の乗組員。仕事や自主夜間中学、神社清掃の
ボランティア活動などを通して、ご縁が重なり、たくさんの方に優しさをいただきまし
た。岡山の皆様と共に、岡山から日本を元気にという思いで活動に励んでいます。
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プロフィール

日本人ファースト 参政党

護憲でも改憲でもなく、ゼロから憲法を創ることで国民の意識改革を促す。

日本人を豊かにする 日本人を守り抜く 日本人を育む1
の柱

2
の柱

3
の柱～経済・産業・移民～ ～食と健康・一次産業～ ～教育・人づくり～

“集めて配る”より、まず減税

“勝つ産業”で日本再興

行き過ぎた
外国人受け入れに反対

“3つの柱と9の政策” 詳しい参政党の政策はこちら！

米の確保と食の安全

これ以上、 を壊すな！日本

GoToトラベルで医療費削減

金儲け医療・WHO
パンデミック条約に反対

偏差値重視の管理教育を廃止

子供一人につき月10万円

憲法づくりで政治に哲学を
参政党の憲法草案はこちら▶

国民負担率を上限35%に抑え、減税と社会保険料削減で給料の2／3は手取りで残す。

人工知能・製造業（自動車など）・サブカルチャーを重点政策「三本の矢」として支援する。

日本は日本人で支える国に。移民の課題は「外国人総合政策庁」で一括して取り組む。

食料自給率100%、食品表示法の改善、オーガニック給食を推進する。

健康で医療費削減に協力した高齢者には国内旅行券を配布し
外国人に依存しない観光業に再構築する。

医薬品業界や各国の利権が絡むWHO主導の新型感染症対策を見直す。

偏差値重視の管理教育から“愛と勇気を育む”人格形成教育に変える。

安心して子育てできる経済支援。0～15歳に月10万円の
教育給付金を支給する。
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７月１０日（木）
西ふれあいセンター ふれあい

ホール
岡山市南区妹尾880-1

18:30～19:30

７月１6日（水）
サンロード吉備路 コンベンション

ホール
総社市三須 ８２５-１

18:30～19:30

７月１7日（木）
くらしき健康福祉プラザ ２０１

研修室

倉敷市笹沖180番地

18:30～19:30

７月１8日（金）
岡山シティホテル桑田町 会議室

２０５

岡山市北区桑田町3-30

18:30～19:30７月１5日（火）
サン・ピーチOKAYAMA ピーチ

ホール

岡山市北区駅前町2丁目3番31号

18:30～19:30
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岡山県選挙
管理委員会
岡山県選挙
管理委員会参議院岡山県選挙区選出議員選挙公報参議院岡山県選挙区選出議員選挙公報令 和 ７ 年

7月20日執行
令 和 ７ 年
7月20日執行
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（１）

令和7年7月20日（日）　
参議院 　　　　　投票日岡山県選挙区選挙

比 例 代 表 選 挙
投票時間  午前７時から午後８時まで

ただし、一部の地域で、この時間と異なる場合
もありますので、入場券でお確かめください。〔　　  　　　　　　〕
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岡山市中区生まれ　本籍地：備前市吉永町
岡山市立竜之口小学校、岡山市立竜操中学校卒業

岡山県立岡山朝日高等学校卒業

岡山大学教育学部卒業

岡山大学大学院　教育学研究科修士課程修了

岡山市立芳泉中学校にて理科教諭として勤務

岡山市議会議員（岡山市中区）トップ当選

●1991年（平成３年）

●2010年3月

●2014年3月
 
●2016年3月

●2016年4月～

●2023年４月

岡山生まれ岡山育ち
元中学校理科教諭
前岡山市議会議員

物価高から家計を守る。
●消費税率引き下げ（食料品ゼロ％）で食卓を応援　
●暫定税率廃止でガソリンと軽油価格を引き下げ

雇用を守り、手取りを増やす。
●年収の壁対策と最低賃金引上げ　●物価上昇を超える賃上げの実現
●社会保険料負担軽減や価格転嫁推進で中小企業を支援
●希望すれば正社員になれる社会　●インボイスの廃止

●企業団体献金禁止、政治資金透明化で裏金政治一掃
●「補助金中心」の税金の使い方を改めムダをなくす
●被選挙権年齢引き下げで若者の政治参加を進める

日本の農と食を守る。
●米政策の抜本的見直しと適正な価格の実現
●農業者への直接支払い制度の導入で自給率向上
●担い手確保など中山間地域や島の農林水産業を支援

誰も取り残さない社会をつくる。
●持続可能な医療・介護・年金制度の確立
●介護報酬引き上げやエッセンシャルワーカーの待遇改善
●高額療養費自己負担額の引き上げ反対

教育・子育て、人と未来に投資する。
●給食費無償化や教育負担軽減で教育格差を是正
●教職員の働き方改革と処遇改善
●教育・子育て予算の増額

▼「くにともさよ」 
  で検索まっとうな政治を実現する。

 2児の母
33歳

岡山から家計第一へ
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式
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●生年月日/昭和52年8月8日（47歳）
●尊敬する人物/三木行治、西郷隆盛
●家族/妻、長女、次女、長男、次男
●略歴/岡山大学 医学部医学科 卒業
岡山大学病院 血液・腫瘍内科（第２内科）、
岡山紀念病院 院長補佐、岡山医療専門職大学 
教授、岡山県議会議員（3期）
◎総合内科専門医、医学博士、産業医、岡山県
医師連盟 顧問、岡山政経塾9期生、岡山朝日
高校PTA評議員、保護司、岡山商工会議所
青年部 会員、自民党岡山県参議院選挙区 第
三支部長
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暮らしを守る。成長を力に。

未来に責任を

つ
の

5
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安心して働ける
環境をつくる。

●物価高を上回って賃金が上昇し、設備投資や人への投資が積極的に行われ、
　成長と分配の好循環が力強く回っていく経済の充実に取り組みます。
●デジタル技術を活用した働き方改革と女性の健康対策に取り組み、
　新たなイノベーションを生み出す環境を創ります。
●地方創生に全力で取り組み、中山間地域の課題の解決と農林水産業の振興を図り、
　食料安全保障や成長戦略を進めます。

日本の平和、主権と
領土を守り抜く。

●自然災害や新興感染症の流行等に迅速に
　対応できるよう、緊急事態条項をはじめとする
　実態と時代に即した憲法改正を目指します。
●竹島・北方領土・尖閣諸島をはじめ、
　わが国固有の領土・領海・領空を断固守り抜きます。
●日米同盟を基軸にした二国間・多国間の連携を
　強化し、地域の安全と安定を確保する取組を
　推進します。

暮らしを守り、
安心・安全な地域を築く。

●在宅医療や介護を含めた地域医療介護構想を検討し、地域の実情に合わせた切れ目のない
　医療提供体制を構築します。
●医療・介護・福祉が連携した地域包括ケアシステムの中で
　運動、栄養、口腔ケアによる予防に努め、健康寿命の延伸を図ります。
●西日本豪雨災害や能登半島地震での支援活動の経験を活かし、
　国土強靭化を進めるとともに、情報共有システムを強化し、災害に即応できる体制を整備します。

未来に向け、
持続可能な社会保障制度を進める。

●社会全体で出会い・結婚を応援する気運を醸成し、結婚から子育てまで子育て世代の視点に立った切れ目のない支援を推進します。
●保育人材の確保、保育施設の拡充など、安心して子育てができる社会の実現を進めます。
●国民皆保険制度を守り、医療資源を確保し、すべての世代が安心して医療を受けられる環境の整備に努めます。

次世代を担う人材を
育成する。

●ICT教育の質の向上を図り、教育全体の充実した政策で、
　質の高い学びの機会の確保を図ります。
●教員の働き方改革を進め、教育現場の負担軽減を図るとともに、
　多様な支援ニーズに応じた教育環境を整備します。
●地域と連携し、地元の特色を生かした教育プログラムを導入し、
　豊かな人間性と社会での自立を育む環境を整備します。

暮らし岡山
新時代

公認

（２）
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選挙区選挙 ……………  候補者名 を記入
（クリーム色の投票用紙）

候補者名 又は
政党等名 を記入比例代表選挙 ……………  

（白 色 の 投 票 用 紙）


